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岡垣中学校　　男子128人、女子99人、合計227人卒業
岡垣東中学校　男子58人、女子83人、合計141人卒業

春の旅立ち
卒業おめでとう!

平
成
平
成
1414
年
３
月
1515
日（
金
）

（
金
）�

岡
垣
中
学
校

岡
垣
中
学
校
・
岡
垣
東
中
学
校

岡
垣
東
中
学
校
の�

卒
業
式

卒
業
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。�

平
成
14
年
３
月
15
日（
金
）�

岡
垣
中
学
校
・
岡
垣
東
中
学
校
の�

卒
業
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。�
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「
環
境
問
題
」
・
「
地
域
づ
く
り
」

…
毎
日
の
生
活
と
、
ま
ち
の
政
治
は
、

密
接
な
関
係
で
結
ば
れ
て
い
ま
す
。

「
ま
ち
の
政
治
」
を
中
心
の
テ
ー
マ

と
し
て
、
月
に
１
回
程
度
話
し
合
い

を
行
い
な
が
ら
１
年
間
学
習
し
て
い

き
ま
す
。（
議
会
の
傍
聴
な
ど
も
行

う
予
定
で
す
。）
現
在
、
岡
垣
町
で

は
、
6
学
級
約
90
名
が
そ
れ
ぞ
れ
の

学
級
で
学
習
し
て
い
ま
す
。

募
集
対
象

岡
垣
町
在
住
の
成
人
男
女

募
集
人
員

10
人
程
度

申
込
方
法

4
月
26
日
（
金
）
ま
で

に
電
話
で
選
挙
管
理
委
員
会
1
2
8

2
｜
1
2
1
1
へ

岡
垣
町
で
は
、
特
定
疾
患
患
者
又

は
、
そ
の
保
護
者
の
経
済
的
負
担
の

軽
減
を
目
的
に
、
特
定
疾
患
患
者
に

対
し
特
定
疾
患
患
者
見
舞
金
を
支
給

し
ま
す
。

対
象
者

岡
垣
町
に
居
住
す
る
人
で

本
町
に
住
民
登
録
（
外
人
登
録
原
票

に
登
録
者
含
む
）
さ
れ
て
い
る
特
定

疾
患
患
者
で
福
岡
県
特
定
疾
患
治
療

研
究
事
業
実
施
要
綱
又
は
福
岡
県
小

児
慢
性
特
定
疾
患
治
療
研
究
事
業
実

施
要
領
の
対
象
と
し
て
指
定
さ
れ
た

疾
患
で
、
現
に
医
療
機
関
で
治
療
を

受
け
て
い
る
人
。

特
定
疾
患
患
者
見
舞
金
につい

て

健
康
福
祉
課
・
生
活
福
祉
係

あ
な
た
も
「
ま
ち
の
政
治
を

み
つ
め
よ
う
学
級
」
に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
！

岡
垣
町
選
挙
管
理
委
員
会

町長へ答申書を渡す環境審議会会長、重松氏�
（九州芸工大教授・農学博士）�

　�
�
�
　�
�
�
�
�
�
�
�
 �
 岡垣町環境基本条例について（答申）�
�
はじめに�
　環境問題に対するこれまでの行政の対応は、産業公害等に見られる特定の行為や発生源に対して、個別的な規制指
導によって対処しようとするものであった。�
　今日の環境問題は複雑、多様化してきており、これまでのような規制的手法による行政の縦割りのシステムではな
く、総合的で長期的視野に立った行政の確立が求められる。�
　このような視点に立って条例は次のような構成と基本要素を要望する。�
①環境基本法の精神を踏まえ、地域における政策理念を明らかにする。�
②施策の展開においては行政部局の全体が、横断的に取組んでいくことが必要。�
③従来のような規制的手法では対処できなかった環境問題の学習・教育・情報等を組み合わせた多様な施策が必要。�
④住民と相互に連携、共同しながら持続的発展が可能な社会づくりに取り組むことが必要。�
⑤良好な環境の確保・保全についての施策を推進するため財政上の措置に努力することが必要。�
�
 岡垣町環境ビジョンについて（答申）�
�
はじめに�
　今日私たちは水質の悪化や大気汚染、地球温暖化、生物多様性の貧化といった地球規模の環境問題に直面している。�
　このような環境問題を解決するには、毎日の生産活動や生活のあり方を見直す必要がある。�
　祖先から受け継いだ水と緑の豊かな自然を、次の世代に引き継いでいくため行政、住民、事業者が協働して環境と
社会の健全な関係を築き上げることが求められており、そのためには新たな理念と発想に基づき、従来のような縦割
りによる行政ではなく、環境問題に対して各部局を横断した行政体制の確立が必要である。�
　そこで、環境ビジョンの構成と基本事項は次のようなものを要望する。�
�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  記�
�
①ビジョン策定の背景と趣旨を明確にする。�
②岡垣町における環境の現状・課題を明らかにする。�
③岡垣町の環境についての将来像を明らかにする。�
④良好な環境を保全、継承していくための重点目標を明らかにする。�
⑤ビジョンの実施期間を示す。�

　岡垣町は平成13年3月に「第4次総合計画」を策定し「人と自然のやさしいハーモニー」を基本理念とするまち
づくりの方向を定めました。�
　第４次総合計画の中のひとつの柱として「緑を育み水を守るまち」としています。この計画を具体的に進めてい
くため、岡垣町環境審議会に対し、平成13年10月31日付で環境基本条例・環境ビジョン（環境共生行動計画）に
ついて、行政、町民、事業者の役割やとりくみの具体策等について諮問し、このたび同審議会から答申を受けまし
た。�
　今後、この答申に基づいて行政、町民、事業者等と協働しながら良好な環境の保全・創出に努力していきますの
で、ご協力よろしくお願いします。�

に関する答申がなされました。�岡垣町環境基本条例�岡垣町環境ビジョン�
（環境共生行動計画）�



岡垣町役場
教育委員会

●いこいの里在宅介護支援センター1283-0033 ●岡垣在宅介護支援センター1282-5167
●岡垣東部在宅介護支援センター1282-5103 ●シルバー人材センター1282-4688
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支
給
手
続

支
給
手
続
に
は
、

①
特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証
又
は
小

児
慢
性
特
定
疾
患
医
療
受
診
券
の
写

し
②
医
療
機
関
で
治
療
を
受
け
て
い

る
証
明
③
認
印
（
申
請
書
は
役
場
に

あ
り
ま
す
）
を
持
参
の
う
え
健
康
福

祉
課
へ
十
月
末
日
ま
で
に
申
請
を
し

て
く
だ
さ
い
。

支
給
金
額

特
定
疾
患
患
者
一
人
に

つ
き
、
年
額
一
万
二
千
円
（
な
お
、

見
舞
金
は
十
二
月
に
支
給
し
ま
す
。）

問
い
合
わ
せ

詳
し
い
こ
と
は
、
健

康
福
祉
課
生
活
福
祉
係
へ

町
で
は
、
心
身
障
害
者
の
日
常
生

活
の
利
便
や
社
会
活
動
へ
の
参
加
な

ど
の
福
祉
の
向
上
を
目
的
に
、
在
宅

の
重
度
障
害
者
に
タ
ク
シ
ー
初
乗
り

運
賃
の
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今

年
度
か
ら
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉

手
帳
を
お
持
ち
の
方
も
対
象
と
な
り

ま
し
た
。

対
象
者
　
在
宅
で
、
前
年
度
の
市
町

村
民
税
が
非
課
税
ま
た
は
均
等
割
の

み
の
課
税
の
人
の
う
ち
、
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
人
①
身
体
障
害
者

手
帳
の
Ｊ
Ｒ
運
賃
減
額
欄
が
『
第
一

種
』
と
記
載
さ
れ
て
い
る
人
②
療
育

手
帳
『
Ａ
』
判
定
の
交
付
を
受
け
て

い
る
人
③
特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証

の
交
付
を
受
け
て
い
る
人
④
精
神
障

害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
・
2
級
の

交
付
を
受
け
て
い
る
人

内
　
容
　
福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券
は

ひ
と
り
年
間
2
冊
（
計
48
枚
）
ま
で
。

人
工
透
析
の
人
は
、
ひ
と
り
年
間
3

冊
（
計
72
枚
）
ま
で
。

※
た
だ
し
、

交
付
は
1
回
に
つ
き
1
冊
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

受
付
開
始
　
4
月
１
日(

月)

か
ら

（
土
・
日
曜
日
祝
日
を
除
く
）

受
付
場
所
　
健
康
福
祉
課

問
い
合
わ
せ
　
健
康
福
祉
課
生
活
福

祉
係
へ

平
成
14
年
度
の
受
講
生
を
募
集
し

ま
す
。
体
脂
肪
・
体
脂
肪
率
な
ど
の

継
続
的
な
計
測
に
よ
り
、
健
康
度
の

チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
な
が
ら
、
チ
ュ
ー

ブ
体
操
や
ス
ト
レ
ッ
チ
で
楽
し
く
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
！
あ
な
た
の
健
康
維
持

に
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

◎
毎
週
水
曜
日
版

開
催
日

①
5
月
8
日
か
ら
9
月
25
日
ま
で
の

毎
週
水
曜
日
6
か
月
間
コ
ー
ス
②
10

月
2
日
か
ら
3
月
26
日
ま
で
の
毎
週

水
曜
日
6
か
月
間
コ
ー
ス

年
間
を
通
し
て
の
受
講
も
で
き
ま
す
。

と
　
き
　
午
前
10
時
か
ら
１
時
間
30

分
程
度

参
加
費
　
各
コ
ー
ス
五
千
円

と
こ
ろ
　
町
民
武
道
館
剣
道
場

◎
土
曜
日
版

開
催
日

①
5
月
18
日
か
ら
9
月
21
日
ま
で
の

第
１
・
3
・
5
土
曜
日
6
か
月
間
コ

ー
ス
②
10
月
5
日
か
ら
3
月
29
日
ま

で
の
第
１
・
3
・
5
土
曜
日
6
か
月

間
コ
ー
ス

年
間
を
通
し
て
の
受
講
も
で
き
ま
す
。

と
　
き
　
午
前
10
時
か
ら
1
時
間
30

分
程
度

参
加
費
　
各
コ
ー
ス
三
千
円

と
こ
ろ
　
中
央
公
民
館
大
会
議
室

◎
毎
週
水
曜
日
版
・
土
曜
日
版
共
に

内
　
容
　
ダ
ン
ベ
ル
体
操
・
チ
ュ
ー

ブ
体
操
・
ス
ト
レ
ッ
チ
な
ど

募
集
定
員
　
各
コ
ー
ス
30
人
程
度

募
集
締
切
　
4
月
26
日
（
金
）
ま
で

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
電
話
で

中
央
公
民
館
へ

と
　
き
　
5
月
9
日
（
木
）

と
こ
ろ
　
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド

9
時
受
付
・
9
時
40
分
開
始

対
象
者
　
町
内
在
住
者

申
込
締
切
　
4
月
24
日
（
水
）

（
注
）
当
日
の
受
付
は
行
い
ま
せ
ん

申
込
先

朝
月
2
8
2
｜
1
7
8
9

行
山
2
8
2
｜
0
9
1
3

武
田
2
8
2
｜
0
7
2
6

古
賀
2
8
2
｜
4
5
5
4

浜
中
2
8
3
｜
1
1
8
7

※
ク
ラ
ブ
・
ボ
ー
ル
及
び
筆
記
具

は
、
各
自
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
ク

ラ
ブ
等
の
無
い
人
は
、
あ
ら
か
じ
め

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
当
日
雨
天
の
場
合
は
、
5
月
10
日

（
金
）
に
順
延
い
た
し
ま
す
。

岡
垣
町
歴
史
文
化
研
究
会
は
、
恒

例
の
定
期
総
会
を
開
催
し
ま
す
。
総

会
後
に
記
念
講
演
を
予
定
し
て
い
ま

す
の
で
、
会
員
以
外
の
方
々
に
も
記

念
講
演
を
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

・
第
27
回
定
期
総
会
　
4
月
21
日

（
日
）
午
前
9
時
30
分
か
ら
10
時
20

分
ま
で

・
記
念
講
演
　
4
月
21
日
（
日
）
午

前
10
時
30
分
か
ら
12
時
ま
で

演
題

「
筑
前
の
名
族

麻
生
氏
と
そ
の
城
砦
」

講
師

史
学
博
士
　
廣
崎
篤
夫
氏

問
い
合
わ
せ

岡
垣
町
歴
史
文
化
研

究
会
事
務
局
（
田
和
　
昭
壽
）
1
2

8
2
｜
9
4
0
4
へ

「町民会議活動が福岡県知事より表彰される」�

2月27日（水）イムズホ－ルにて岡垣町青少年健全育成町民会議が福岡県青少年健全育成対策推
進本部長顕彰を受けました。長年、子どもたちの健全育成活動を継続した実績が認められたもの

で、町民会議活動は、過去に県知事より感謝状を受領し、青少年育成
国民会議から活動奨励賞の受賞と全国的にも認められています。現
在の町民会議の事業としては小学生による「通学合宿」、「青少年の
主張大会」等があります。どの事業も精力的に実施し町民の皆様にも
広く知られています。設立20周年を迎える岡垣町青少年健全育成町
民会議の節目としてのこの受賞は、今後の青少年健全育成活動の糧
となることでしょう。�

重
度
障
害
者
の
人
へ

福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券
を
交
付
し
ま
す

健
康
福
祉
課
・
生
活
福
祉
係

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
体
操
教
室

受
講
生
を
募
集
し
ま
す

中
央
公
民
館

親
睦
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

交
歓
大
会
を
開
催
し
ま
す

中
央
公
民
館

定
期
総
会
の
お
知
ら
せ

岡
垣
町
歴
史
文
化
研
究
会

青
年
を
海
外
に
派
遣
し
、
訪
問
国

の
実
情
や
地
元
青
年
と
の
交
流
に
よ

り
国
際
的
視
野
を
広
め
、
研
修
・
団

体
生
活
を
通
じ
て
た
く
ま
し
く
成
長

し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
実

施
し
ま
す
。

実
施
期
間
　
8
月
17
日
（
土
）
か
ら

25
日（
日
）
8
泊
9
日
　

※
6
月
よ
り
事
前
研
修
を
実
施

訪
問
国
　
大
韓
民
国（
ソ
ウ
ル
）
中

華
人
民
共
和
国（
北
京
・
西
安
）

募
集
人
員
　
班
長
2
人
・
一
般
団
員

28
人

「
ヤ
ン
グ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク・ウ
イ
ン
グ

九
州
２
０
０
２
」福
岡
県
団
員
募
集

社
会
教
育
課



応
募
資
格
　
班
長
（
満
30
歳
以
上
40

歳
未
満
）
・
一
般
団
員
（
満
20
歳
以

上
30
歳
未
満
）
※
班
長
・
一
般
団
員

と
も
平
成
14
年
4
月
1
日
現
在

負
担
金
　
班
長
　
免
除

一
般
団
員
　
七
万
三
千
円

※
負
担
金
以
外
に
、
旅
券
取
得
経
費
、

事
前
・
事
後
研
修
参
加
経
費
等
が
必
要

※
岡
垣
町
在
住
の
人
で
一
般
団
員
と

な
っ
た
人
は
、
負
担
金
の
1
／
2
が

補
助
と
な
り
ま
す
の
で
岡
垣
町
教
育

委
員
会
社
会
教
育
課
で
申
請
し
て
下

さ
い
。

募
集
期
間
　
5
月
10
日
（
金
）必
着

申
込
書
　
岡
垣
町
教
育
委
員
会
社
会

教
育
課
又
は
福
岡
県
青
少
年
課
に
て

配
布

申
込
書
送
付
先
　
〒
8
1
2
―
8
5

7
7

福
岡
市
博
多
区
東
公
園
7
―

7

福
岡
県
青
少
年
課

問
い
合
わ
せ
　
福
岡
県
生
活
労
働
部

青
少
年
課
育
成
係

1
（
0
9
2
）

6
4
3
―
3
3
8
7
へ

危
険
物
取
扱
者
試
験
の
お
知
ら
せ

遠
賀
郡
消
防
本
部
予
防
課

平
成
14
年
度
第
1
回
危
険
物
取
扱

者
試
験
並
び
に
こ
の
試
験
に
伴
う
準

備
講
習
会
を
実
施
し
ま
す
。

【
危
険
物
取
扱
者
試
験
】

と
　
き

6
月
16
日（
日
）・
午
前
10

時
か
ら

と
こ
ろ

北
九
州
市
八
幡
西
区
自
由

ヶ
丘
1
―
8

九
州
共
立
大
学

試
験
種
類
甲
種
・
乙
種（
1
類
か
ら

6
類
）・
丙
種

願
書
受
付

郵
送
に
限
る
。
5
月
8

日（
水
）
の
消
印
ま
で
有
効

郵
送
先

〒
8
1
2
―
0
0
5
4

福
岡
市
東
区
馬
出
4
丁
目
10
番
１
号

（
財
）消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
福
岡

県
支
部
　
※
受
験
願
書
は
遠
賀
郡
消

防
本
部
予
防
課
に
あ
り
ま
す
。

【
危
険
物
準
備
講
習
会
】

と
　
き

6
月
2
日（
日
）・
午
前
8

時
30
分
か
ら
午
後
5
時
ま
で

と
こ
ろ

中
間
市
消
防
本
部

講
習
対
象

乙
種
4
類
及
び
丙
種

受
付
期
間

4
月
15
日（
月
）か
ら
6

月
1
日（
土
）ま
で

受
付
場
所

中
間
市
消
防
本
部
、
遠

賀
郡
消
防
本
部

受
講
料

二
千
円（
会
員
・
学
生
千

五
百
円
）
※
テ
キ
ス
ト
、問
題
集
は

別
途
実
費
販
売

問
い
合
わ
せ

遠
賀
郡
消
防
本
部
予

防
課
予
防
係

1
2
9
3
―
8
1
2

5
へ

「
訪
問
看
護
師
養
成
講
習
会
」

の
お
知
ら
せ

福
岡
県
看
護
協
会

と
　
き

7
月
23
日
か
ら
9
月
18
日

（
う
ち
30
日
間
）

と
こ
ろ

福
岡
県
看
護
等
研
究
セ
ン

タ
ー

受
講
資
格

訪
問
看
護
に
従
事
す
る

者（
従
事
予
定
者
を
含
む
）で
、
実
務

経
験
5
年
以
上
で
か
つ
25
歳
以
上
の

保
健
師
・
助
産
師
・
看
護
師
・
准
看
護
師

【
平
成
14
年
４
月
１
日
現
在
】

受
講
料

無
料
　
た
だ
し
、
テ
キ
ス

ト
・
資
料
代
等
約
四
万
二
千
円

定
　
員

50
名

（
申
込
が
定
員
を
上
ま
わ
る
場
合
は
、

調
整
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。）

申
込
締
切

5
月
31
日（
金
）

問
い
合
わ
せ

福
岡
県
看
護
協
会

福
岡
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
訪
問
看
護

係

1（
0
9
2
）
7
1
4
―
5
2
0

3
へ

〈
入
門
コ
ー
ス
〉

介
護
に
関
す
る
関
心
を
も
っ
て
い
た

だ
く
き
っ
か
け
づ
く
り
1
日
コ
ー
ス

日
　
程

①
5
月
20
日（
月
）
②
6

月
12
日（
水
）
③
7
月
10
日（
水
）

定
　
員

各
24
人

費
　
用

材
料
費
一
〇
〇
円

と
　
き

午
前
9
時
45
分
か
ら
午
後

3
時
30
分

と
こ
ろ

福
岡
県
地
域
介
護
実
習
・

普
及
セ
ン
タ
ー
（
中
間
市
通
谷
1
丁

目
36
―
2
）

〈
介
護
テ
ー
マ
別
コ
ー
ス
〉

介
護
に
必
要
な
知
識
、
技
術
を
テ
ー

マ
別
に
学
び
、
実
践
に
役
立
て
る
コ

ー
ス

テ
ー
マ

①
障
害
者
介
護
と
住
宅
改
修
②
移
動

③
入
浴
と
身
体
衛
生
④
自
立
支
援
と

口
腔
ケ
ア
⑤
食
事
介
助
と
健
康
⑥
排

泄
と
痴
呆
（
全
テ
ー
マ
修
了
者
に
修

了
書
を
交
付
い
た
し
ま
す
）

日
　
程

①
4
月
24
日（
水
）
②
5
月
15
日（
水
）

③
6
月
19
日（
水
）
④
7
月
17
日（
水
）

⑤
8
月
21
日（
水
）
⑥
9
月
11
日（
水
）

定
　
員

20
人

費
　
用

無
料

と
　
き

午
前
9
時
45
分
か
ら
午
後

3
時

と
こ
ろ

福
岡
県
地
域
介
護
実
習
・

普
及
セ
ン
タ
ー
（
中
間
市
通
谷
１
丁

目
36
―
2
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

福
岡
県

地
域
介
護
実
習
セ
ン
タ
ー
（
中
間
市

通
谷
１
丁
目
36
―
2
）
1（
0
9
3
）

2
4
4
―
4
7
4
7
へ

介
護
講
座
の
お
知
ら
せ

福
岡
県
地
域
介
護
実
習
・
普
及
セ
ン
タ
ー

平
成
14
年
度
の
通
学
合
宿
「
夢
の

体
験
塾
」
を
6
月
か
ら
波
津
海
岸
の

老
人
憩
い
の
家
「
若
潮
荘
」
で
実
施
し

ま
す
。
最
近
の
子
ど
も
た
ち
は
掃
除
、

洗
濯
な
ど
の
生
活
体
験
が
不
足
し
て

い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
合
宿
で

は
様
々
な
体
験
を
通
じ
て
自
主
性
を

育
て
、
思
い
や
り
や
道
徳
性
を
高
め

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

対
象
者

町
内
小
学
4
、
5
、
6
年

生

通
学
合
宿
「
夢
の
体
験
塾
」

夢
の
体
験
塾
実
行
委
員
会
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期
　
間

土
曜
日
か
ら
次
の
週
の
土

曜
日
ま
で
の
7
泊
8
日
、
第
１
回：

6
月
１
日
〜
8
日
、
第
２
回：

6
月

15
日
〜
22
日
、
第
３
回：

7
月
6
日

〜
13
日
、
第
４
回：

9
月
21
日
〜
28

日
、
第
５
回：

10
月
5
日
〜
12
日
、

第
６
回：
10
月
26
日
〜
11
月
2
日
、

第
７
回：

11
月
16
日
〜
23
日
、
第
８

回：

11
月
30
日
〜
12
月
7
日

参
加
費

四
千
五
百
円

申
し
込
み

4
月
27
日
（
土
）
ま
で

に
各
学
校
の
担
任
の
先
生
へ

問
い
合
わ
せ

夢
の
体
験
塾
実
行
委

員
会（
岡
垣
町
中
央
公
民
館
内
）

1
2
8
2
―
0
1
6
2
ま
た
は
岡
垣

町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
へ

〜
事
業
主
の
み
な
さ
ま
へ
〜

労
働
保
険
（
労
災
保
険
・
雇
用
保
険
）

の「
年
度
更
新
手
続
き
」と
は
、
前
年
度

に
申
告
・
納
付
さ
れ
た
概
算
保
険
料
を

確
定
精
算
し
、
あ
ら
た
め
て
、
当
年
度

（
平
成
14
年
度
）の
概
算
保
険
料
を
申

告
・
納
付
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。
労

働
保
険
の
適
用
事
業
場
は
、
毎
年「
年

度
更
新
手
続
き
」が
必
要
で
す
。
4
月

１
日
か
ら
5
月
20
日
ま
で
と
な
っ
て
い

ま
す
の
で
、
早
め
に
済
ま
せ
て
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ

労
働
保
険
番
号
が
「
4

0
1
×
×
×
×
×
×
×
×
―
×
×
×
」

の
申
告
書
は
、
労
働
基
準
監
督
署
ま
た

は
福
岡
労
働
局
労
働
保
険
適
用
室
適
用

労
働
保
険
の
年
度
更
新
手
続
き

に
つ
い
て

福
岡
労
働
局
総
務
部

第
１
・
2
係
、
1（
0
9
2
）4
3
4

―
9
8
3
3
へ
、
労
働
保
険
番
号
が

「
4
0
3
×
×
×
×
×
×
×
×

―
×
×
×
」
の
申
告
書
は
、
福
岡
労

働
局
労
働
保
険
適
用
室
適
用
第
3
係
、

1（
0
9
2
）4
3
4
―
9
8
3
4
へ

募
集
！

■
岡
垣
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
ラ
ブ
会
員

☆
第
１
土
曜
日
（
和
太
鼓
・
焼
き
も

の
）

☆
第
3
土
曜
日（
人
形
、
紙
芝
居
、
朗

読
）

と
　
き

午
前
10
時
か
ら
正
午
ま
で

と
こ
ろ

東
部
公
民
館
・
中
央
公
民

館
（
焼
き
も
の
）

月
会
費
（
一
家
族
）
五
百
円

◎
年
間
行
事
（
観
劇
会
・
少
年
少
女

音
楽
祭
・
バ
ザ
ー
・
岡
垣
子
ど
も
ま

つ
り
・
施
設
訪
問
な
ど
）

◎
子
ど
も
だ
け
で
も
入
会
で
き
ま

す
。

問
い
合
わ
せ

入
江
弘
子

1
2
8

2
―
6
3
8
0
へ

福
岡
県
で
は
「
あ
な
た
の
元
気
を

『
ア
シ
ス
ト
』
し
ま
す
」
を
今
年
度

の
テ
ー
マ
に
、
県
民
一
人
ひ
と
り
が
、

人
に
対
す
る
お
世
話
や
看
護
に
つ
い

て
の
関
心
と
理
解
を
深
め
る
と
と
も

に
、
看
護
の
明
る
い
イ
メ
ー
ジ
づ
く

り
を
図
る
こ
と
に
よ
り
看
護
職
員
等

の
就
業
を
促
進
し
、
活
力
あ
る
長
寿

社
会
づ
く
り
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
「
看
護
の
日
の
つ
ど
い
」

を
開
催
し
ま
す
。

と
　
き

5
月
11
日（
土
）
午
後
1

時
か
ら
4
時

と
こ
ろ

パ
ピ
ヨ
ン
24
ガ
ス
ホ
ー
ル

（
福
岡
市
博
多
区
千
代
1
―
17
―
1
）

内
　
容

看
護
職
員
知
事
表
彰
・
看

護
職
員
知
事
表
彰
受
賞
者
の
謝
辞
・

ふ
れ
あ
い
看
護
体
験
発
表
・
講
演

「
イ
キ
イ
キ
生
き
よ
う
！
」

〜
元
気
と
ヤ
ル
気
の
ア
ド
バ
イ
ス
〜

講
　
師
「
大
村
典
子
」宮
崎
県
立
看

護
大
学
教
授

参
加
費

無
料

問
い
合
わ
せ

福
岡
県
保
健
福
祉
部

医
療
指
導
課
指
導
係

1（
0
9
2
）
6
4
3
―
3
2
7
6
へ

「
看
護
の
日
の
つ
ど
い
」
を

開
催
し
ま
す

福
岡
県
看
護
協
会

●
謡
曲
（
観
世
流
）
仕
舞

謡
（
節
の
謡
い
方
・
声
の
出
し

方
）、
仕
舞
（
足
の
運
び
方
）
を
丁

寧
に
指
導
し
ま
す
。

と
　
き

第
1
・
2
・
3
火
曜
日
午

前
10
時
15
分
か
ら
11
時
45
分
ま
で

と
こ
ろ

和
室

講
　
師

観
世
流
師
範
山
口
敏
弘

受
講
料

一
万
三
千
五
百
円
（
3
か

月
）
維
持
費
　
九
百
円
（
3
か
月
）

●
舞
踊
（
藤
間
流
）

日
本
二
大
流
派
の
ひ
と
つ
で
、古

典
に
重
ん
じ
、正
し
い
日
舞
を
指
導

し
ま
す
。

と
　
き

第
1
・
2
・
3
火
曜
日
午

後
1
時
か
ら
3
時
ま
で

と
こ
ろ

和
室

講
　
師

藤
間
流
師
範
藤
間
鶴
美
紗

受
講
料

九
千
円
（
3
か
月
）

維
持
費
　
九
百
円
（
3
か
月
）

※
文
化
講
座
に
初
め
て
入
会
す
る
人

は
、
入
会
金
三
千
円
（
平
成
17
年
3

月
末
ま
で
有
効
）
が
別
途
必
要
に
な

り
ま
す
。
見
学
も
気
軽
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

地
域
音
楽
家
の
み
な
さ
ん
に
発
表

の
場
を
提
供
し
、
音
楽
の
ま
ち
づ
く

り
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

と
　
き

4
月
19
日
（
金
）
午
後
6

時
30
分
か
ら
７
時
ま
で

と
こ
ろ

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
特

設
会
場

出
演
者

古
沢
祐
子
・
佐
藤
靖
子
・

光
武
朝
・
米
原
真
弓
・
平
井
彩

（
フ
ル
ー
ト
・
サ
ッ
ク
ス
）

曲
　
目
　
く
る
み
割
り
人
形
よ
り

「
あ
し
笛
の
踊
り
」他

※
出
演
者
募
集
中
！
気
軽
に
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
い
ち
ご
塾
文
化
講
演
会

心
の
豊
か
さ
を
は
ぐ
く
む
ひ
と
づ

く
り
、
ま
ち
づ
く
り
。
一
期
一
会
の

思
い
を
込
め
て
講
演
会
を
開
催
し
ま

す
。

と
　
き

4
月
27
日
（
土
）
開
場
午

後
6
時
15
分
開
演
午
後
6
時
45
分

と
こ
ろ

ハ
ミ
ン
グ
ホ
ー
ル
（
全
席

自
由
）

【
プ
ラ
ザ
風
と
波
】

「
春
は
霞
の
コ
ン
サ
ー
ト
」

出
演
者

江
口
紀
子
・
大
城
綾
子

【
講
演
会
】

講
　
師

五
木
寛
之
（
作
家
）

演
　
題
「
こ
こ
ろ
の
風
景
」

料
　
金

会
員
券
要

◎
遠
賀
・
中
間
地
区
福
岡

県
美
術
協
会
会
員
展
・
第

57
回
福
岡
県
展
入
選
者
合

同
作
品
展

と
　
き

4
月
25
日
（
木
）
か
ら
５

月
7
日
（
火
）
ま
で
、
午
前
9
時
か

ら
午
後
7
時
ま
で

と
こ
ろ

展
示
コ
ー
ナ
ー
・
ギ
ャ
ラ

リ
ー

作
　
品

日
本
画
・
洋
画
・
書
・
写

真
・
彫
刻
な
ど
約
50
点

入
場
料

無
料

主
　
催
（
財
）岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ

管
理
公
社

後
　
援
　
福
岡
県
立
美
術
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●岡垣東部在宅介護支援センター1282-5103 ●シルバー人材センター1282-4688
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●中央公民館1282-0162 ●東部公民館1282-0035 ●西部公民館1282-7476 ●社会福祉協議会1283-2940

国保の各種手続き、お問い合わせは 住民課 国保年金係へ�
お問い合わせは電子メールでもお受けしています。�
アドレス＞＞＞　jumin@town.okagaki.fukuoka.jp

　社会保険事務所の職員を装った不審電話にお気をつけください�

　最近、社会保険事務所職員を装った電話等による不審な情報収集が増加傾向にあります。社会保険事務所
から個人宅に電話し、勤務先等をお尋ねすることはありませんので、電話の内容を不審に感じた場合は、①『相�
手の電話番号を聞き、改めて連絡する旨を伝える』、②『最寄りの社会保険事務所に問い合わせる』などし、�
即答はしないようにしてください。�
�
(情報収集にかかる不審電話の確認されているケース)  �
��
①『息子(娘)さんの勤務先･電話番号(携帯を含む)を教えて下さい』との言い方で質問し、氏名等を聞き返す　
と『○○社会保険事務所の○○です』などと名乗る者、または口調が横暴に変わる者の2種類あり。  �
②情報収集の口実としては『書類に不備がある』、『名前が読めない』、『書類を送付するため』、『年末調整に必
　要』、『保険証記載の事業所名が異なる』、『データが消えた』、『源泉徴収に不備がある』など。    �
③これまでに名乗った事務所名及び名前 �
　（事務所名）　県内実在の社会保険事務所、大川社会保険事務所、社会保険保険2課、社会保険NBC、社会保
　　　　　　　険年金課、福岡社会保険事務所保険2課、社会保険事務所営業2係、社会保険事務所管理係�
　　　　　　　(県庁内)、社会保険庁など。 �
　（ 名  　前）　ｻｸﾗｲ、木村、高田、小林、鈴木、佐藤(県内各地で多発、口調も横暴)   �
④毎月20日から月末にかけて増加傾向にある。                          

　非課税世帯であっても、その証明となる『標準負担額減額認定証』の申請をし、認定証が交付されて
いないと食事代は減額されません。認定証が交付された場合、その月の食事代から減額の対象となり、
1日780円の食事代が650円となります。また、過去1年間の入院日数が90日を越えた場合も申請を
して、長期入院の認定を受ければ1日500円となります。�
　減額認定証の有効期間は、申請した月の初日から翌5月31日までとなっています。引き続き、減額
認定証が必要な場合は、6月中旬頃に更新手続きが必要です(通知を差し上げます)。�

▽
�

▽
�

食事代の減額認定証�

　入院した場合の食事代にかかる費用のうち、患者
さん本人に負担していただくのは通常、一日あ�た
り780円となっています。ただし住民税非課税世帯
の場合は、食事負担額の減額を受けることができま
す(手続きが必要です)。�

▽
�

食事の負担額�

一般� 1日780円�

1日650円�

1日500円�

90日までの入院�
住民税�
非課税�過去12ヶ月の入院日数�

が90日を越える入院�

第 3 回 ／ 入院中の食事代�

小さな一枚・大きな安心�
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オーストラリアのスポーツ�

英語のことわざ�

　オーストラリアではスポーツが大人気で、たくさんのスポーツがあります。日本人はあまり聞い
たことがないスポーツもいくつかありますのでそのスポーツを紹介したいと思います。今回は
Netballの説明をします。�
�
● NETBALL　（ネットボール）�
　このスポーツはバスケットボールとよく似ています。Netballの誕生について、2つの話がありま
す。1つはイギリスでアメリカ人があるバスケット･チームの練習の一つとしてNetballを考えたそ
うです。もう1つはイギリスで女性用のバスケットボールとして考案されたという話です。どちらが
正しいかわかりませんが、今のオーストラリアでは女性の中で一番人気のスポーツになっています
し、最近男性もNetballに興味を持って、人気が広がっています。�
�
　私が小学生の頃、ネットボールは女性だけのスポーツでした。今は男性も参加しますが、国際レ
ベルはまだまだ女性の世界です。世界の中で25ヶ国ぐらいはこのスポーツをしています。ここ数年
はオーストラリアのNetballチームが世界一です。2位はだいたいニュージーランド、そして南アフ
リカとイギリスも強いです。オーストラリアのスポーツの中でNetballは参加者がとても多いですが、
Spectator　sportsとしてラグビーやクリッケットほど人気はありません。けれども試合は必ずライ
ブでテレビに映っているし、ファンはたくさんいます。�
�
　最近人気になっているのはMixed　Netball（ミックス・ネットボール）です。普段は1チーム７人
で試合をします。ミックス・ネットボールのチームには女性5人、男性2人、又は女性4人、男性3人と
いうチームに決まっています。私も大学に入って友達と一緒に週に１回ミックス・ネットボール大会
に楽しく参加しました。�
�
　Netballはボールをパスしながらゴールにボールを入れる競技です。ゴールはバスケットボール
の側面のバック･ボードを除いたかごだけです。また、バスケットのようにドリブルはできません。1
ゴール1点、15分クォーターで試合をします。�
�
�
�

A stitch in time saves nine.�
�　文字どおりの訳：早めの1針は9針の手間を省く。�
　�意味：日本のことわざ　｢きょうの1針、あすの10針｣との同じ意味。�

つづきは次のページです。�

岡垣町役場
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●いこいの里在宅介護支援センター1283-0033 ●岡垣在宅介護支援センター1282-5167
●岡垣東部在宅介護支援センター1282-5103 ●シルバー人材センター1282-4688
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①コートは1/3に別けています。それぞれ7人がプレイする領域が決まっています。�
　ポジションの説明をします。�
C
WA
WD
GA
GD
GS

GA GS

GK

センター：2つの半円以外、どこにいてもOK。�
ウィング・アタック：半円をぬけて、アタックの2/3�
ウィング・ディフェンス：半円をぬけて、ディフェンスの2/3�
ゴール・アタック：アタックの2/3�
ゴール・ディフェンス：ディフェンスの2/3�
ゴール・シューター：アタックの1/3�
ゴール・キーパー：ディフェンスの1/3

②半円の中からシュートをしないといけません。ということで　　 と　　 の2人しか �
　シュートできません。�
③ディフェンスの人はボールを持っている人から1メートルぐらいの距離をあけない　
といけません。�
④ボールをキャッチしてから一歩しか動けません。�
⑤ボールをキャッチしてから3秒以内パスしないといけません。�

ネットボール�


